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第５章 森林作業システムの基本 

 伐採と造林の一貫作業システム 
 
 
 
 
 
我が国の森林は、森林資源を有効活用することができる時期を迎えており、森林資源の

循環利用を推進していくためには、木材生産に加え、主伐後の再造林を効率化する必要が

あります。 
日本は、温暖湿潤で草本類やササが繁茂することなどから、一部の地域を除き天然更新

によってスギ、ヒノキ、カラマツ等の森林を造成することは困難とされています。また、

従来の再造林では、植栽時期が春又は秋に限られていることや再造林を実施する林業事業

体と伐採を実施する林業事業体が異なる場合が多いことから、伐採後、一定の期間を置い

た後に地拵えを実施してきました。また、植栽現場への苗木運搬は人力で実施することが

一般的であり、多くの労力と時間を要しています。 
このため、再造林を効率化するための方法として、伐採・搬出作業と並行又は連続して、

伐採や搬出に使用した林業機械を用いて、伐採してすぐに地拵えを実施し、これらの機械

で苗木を運搬した上で植栽を行う「伐採と造林の一貫作業システム」の導入が進められて

います。 

 

 
 
 

⼀貫作業システムにより、再造林にかかる作業を効率化 

Point︕ 
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（１）地拵えの効率化 
 
 
 
 
 

地拵えの作業方法は、人力地拵えと機械地拵えがあります。人力地拵えは、チェーンソ

ーや木製の棒（まくり棒）等を用いて、枝条等を整理する方法です。 一方、機械地拵えは、

ハーベスタやグラップル、グラップル付きバケット、グラップルレーキ等の掴む機能があ

る機械を使って枝条等を整理する方法です。 

  
機械地拵えは、人力地拵えに比べて、労働強度の軽減が図れるとともに、地拵えの生産

性を高めることができます。一方で、急傾斜地で機械が林地内に入れない場合は、作業道

周辺のみしか作業できず、残りの箇所を行う場合には人力での作業となります。このこと

から、グラップル等による作業の実施可能範囲の割合が高く、人力地拵えの必要性が低い

緩傾斜地で効果的です。 
また、グラップル等による集材を行う際に、地拵え作業の工程における効率化を意識し

て枝条整理も併せて行うと効果が高くなります。なお、地拵えは、地表を綺麗にすること

が目的ではなく、植栽を行うために必要な地表整理であることを意識して、時間をかけ過

ぎないようにすることが重要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼈⼒地拵え 機械地拵え 

地拵えの⽬的を意識して時間をかけ過ぎないようにすることが重要 

Point︕ 

5050

伐採と造林の一貫作業システム5-4

56

伐採と造林の一貫作業システム5-4



第
5
章

森林作業システムの基本

57



58



第
5
章

森林作業システムの基本

59



60



第
5
章

森林作業システムの基本

61




